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店舗における商 品の色彩弁別

Color Discrimination Under Artificial Light 

(Especially In Stores)

向 井 裕 彦

は じ め に

最近 の 建 設 ブー ム は 、 多 くの ビル や地 下 街 を 出現 させ 、 ま た そ れ に と も な

って 、 人 工 的 な光 の 需 要 を ま す ま す促 進 させ た 。

商 店 建 築 に お け る照 明 は 、 この よ うな巨 大 な地 下 商 店 街 の 出現 や 、 現 今 の

消 費 ブー ム に と も な い、 必 然 的 に精 巧 かつ 充 実 せ る もの と な っ て きた 。

技術 的 に み て も 、 白 熱 灯 の時 代 は す で に去 り蛍 光 灯 時 代 に 、 そ して 将 来 は

電 子 灯 の 時 代 へ と移 行 す るで あろ う し、店 舗 に お け る ム ー ド照 明 も、 白 熱 灯

の 時 代 よ り蛍 光 灯 へ 、 そ して 白 熱 蛍 光 灯 併 用 時 代 へ と移 る傾 向 をた ど っ て い

る。 ま た それ に と も な い 照 明 方 式 も、 補 助 照 明 方 式 よ り併 用 照明 方 式 へ 、 そ
啄

して地 下 街 、 ビル街 の 出現 は 主 体 照 明 方 式 へ と移 っ て き て い る 。 これ も将 来

は 応 用 照 明 方 式 と い っ た 、 た と え ば補 助 照 明方 式 と は 全 く正 反 対 の 、 外部 が

明 る くな れ ば 、明 る い照 明 に、 外 部 が暗 く なれ ば、 暗 い照 明 に な る と い った

方 式 に よ る店 舗 の 出 現 が 考 え られ る。

しか しこの よ う に進 歩 す る屋 内 照 明 も、 その 位 置 づ け と な る と、 それ は建

築 と そ れ を利 用 す る人 間 との環 境 の 問 題 で あ り、 明 る さ が ど う、 何 が ど れ だ

け と い った もの で も、 最 終 的 には 、人 間 が使 う もの で あ り、 ム ー ドを感 じる

の も 人 問 で あ る と い っ た こ と を忘 れ る わ け には い か な い。 従 っ て 人 間 工 学 の
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導 入 と い うか 、 ム ー ドそ れ 自体 は 一 般 論 と して は還 元 で き に くい もの で あ る

に しろ 、 ムー ドの 中の 機 能 の 追 求 は も っ と や ら な け れ ば な らな い 。

そ こ で この よ うな人 間工 学 的追 求 の 一 方 向 と して 、 ム ー ド照 明 を含 む 店 舗

照 明 下 の 商 品 の 色 の 見 え方 や弁 別 を考 えて み る必 要 が あ る。 そ して この よ う

な事柄 が 如 何 ほ ど満 足 され て い る もの で あ るの か 。 以 下 の よ う な調 査 研 究 を

お こ な っ た の で 、 報 告 す る。

店 舗 内 に お け る商 品 の色 め 問 題 は、 そ の店 舗 の 照 明状 態 に左 右 され る こ と

は 、 い ま さ らい う ま で もな い が 、 照 明状 況 下 に 置 か れ た 商 品 の 価 値 を 、 い か

ほ ど ま で に 高 め て い る か と い う こ と ・同 時 に 、購 買者 に と って は 、 どの 程 度

正 しい色 に 見 え て い る か が重 要 な問題 で あ る 。

極 端 な例 を示 せ ば 、 肉 屋 の シ ョー ウ ィン ドに並 べ られ た 食 肉 は 、 赤 色 照 明

に よ り新鮮 な もの に は 見 え て も 、 そ れ が 必 らず し も、 その もの ・商 品価 値 を

表 わ して い る とは い え ない 。

照 明 に よ り照 ら され た商 品 を選 択 した後 、 照 明 状 態 の 変 化 に よ り、 そ の 商

品 の 色 の 違 い に気 づ き落 胆 させ られ る場 合 が ま ・あ る。 そ れ は 光 源 の 種 類 に

よ る物 体 色 の 見 え方 が 変 化 した と き起 る もの で あ り、 見 え方 の 差 が 大 きい ほ

ど、商 品 価 値 観 念 は 下 落 す る もの で あ る。

特 に 影 響 の 大 きい の は 、 服 飾 関 係 に お け る場 合 で あ り、 服 飾 関 係 の店 舗 に

お け る色 彩 と照 明 は 、 き り離 す こ と が で き な い と 考 え る。 店 舗 の 雰 囲 気 を如

何 に表 現 す る か と同 時 に 、生 地 や 衣 服 の 色 が 正 し く見 えて い るか ど うか は 重

要 な問 題 で あ る 。

この よ う な こ と か ら、n回 京 都 市 内 の 服 飾 関 係 店舗30店 を選 び 、 その 店 舗

内 に お け る商 品 の 色 の 見 え方 を調 査 した 。30店 舗 の 内容 は 色 彩 を弁 別 す る こ

と が最 も重 要 な 条 件 の一 つ と考 え られ る店 舗 、 す な わ ち百 貨 店 生 地 売 場 や 、

一 般 商 店 服 地 売 場 な どで あ る
。

-36一



内訳 は第1表 に示 した如 くであり、百貨店婦人服地売場3、 紳士物(既 製
厂

服)店 舗4、 婦 人 物(服 地 お よ び既 製 服)店 舗17、 貴 金 属 店 舗2、 和 服 店 舗

2、 その 他(毛 糸 店 舗1、 装 飾 品店 舗1)の 店 舗2で あ る。 調 査 は 昭 和40年

9月 現 在 の もの で あ る。

これ ら各 店 舗 は だ いた い に お い て 、 併 用 照 明 も し くは 主 体 照 明 を お こな っ

て い る と こ ろ で あ り、百 貨 店 を除 く一 般 店舗 にっ い て は 、 人工 照 明 の み に よ

る夜 間 を除 き、 自然 光 の 交 る併 用 照 明 に重 き をお き、 昼 間 に お け る調 査 で あ

り、 ま た百 貨 店 に関 して は 、 自然 光 が 入 射 して い な い売 場 で 、 特 殊 照 明 の ほ

ど こ され て い な い個 所 に お け る調 査 で あ る。

調 査 方 法

(1)方 法

調 査 に あ た っ て は 、 日本 色 彩 研 究 所 の 色 彩 弁 別 検 査 器 を使 用 した 。

この 弁 別 器 は 、 も と も と個 人 の 色彩 弁 別 能 力 め判 定 に用 い る も の で 、 簡 便

で あ ると 同時 に携 帯 に便 利 で あ り、 短 時 間 で 調 査可 能 な長 所 を有 して い る。

日本 色 彩 研 究 所 の標 準 色 票 は 、24色 相 に分 割 され て い るが 、 そ れ を更 に細

か く分 割 す る と 、最 小 可 知 差(J.n.d)に な る。 このJ.n.dに よ っ て色 相 環 を細

か く分 割 す る と 、色 数 は 多 くな るが 、 色 票 の 数 が 増 す 程 、 検 査 そ の もの に時

問 が か ・り、 検 査 目的 の 実 用性 か らは 遠 の く。 どの 程 度 の 色 票 数 が 実 用 的 で

あ るか が 問題 とな る が、 日本 色 彩 研 究 所 で は 、24の 色 相 数 の4倍 の96分 割 を

適 当 と して ・ る。 従 っ て この弁 別 器 で は 、96種 の 色票 を夫 々 円 形 の駒 に して 、

色 相 の変 化 の順 に並 べ 、4個 の細 長 い さや に24個 づ っ に して納 め られ て い る。

色 票 の そ れ ぞれ の 明 度 、 彩 度 は 一 定 で15お よ び4(い つ れ も 日本色 研 記 号)

で あ る。

この 色 駒 は 各 箱 分 宛 を無 秩 序 に並 べ か えて 被験 者 に 両末 端 に 固定 され て い

る色 駒 を 目標 と して 、 色 相 順 に 配 列 させ る。 被験 者 の 配 列 の 誤 りを一 定 の 計
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算方法 により得点に表 わし、これを色彩弁別 における偏差点 とす る。

いま仮 りに熟練 した被験者が、標準光源(C光 源)の もとで色彩弁別 をお

こなうならば、偏差点は0と なり、色 を正 しく見ていることになる。 しか し

この熟練 した被験者が、別のある種の光源のもとで、色彩弁別 をおこなった

場合、0以 外の何 らかの偏差点がでれば、それは正 しく色 を見ていないため

である。っま りその光源 に標準光源 とは異 なったアンバランスが生 じている

ためであり、 このアンバランスはその偏差点の大小 と、位置 により知 ること

がで きる。

以上の方法にもとづ き、よく熟練 された被験者(測 定者)を 用い、いろい

ろな光源 によ り照 らされている各商店の商品の色の演色的効果をしらべ る。

(2)被 験 者

前述 した如 く、被験者は熟練 した色彩弁別能力を有す るもので、その内容

については、まつ被験者の視力であるが、この調査では、矯正視力1.0以 上

とした。色彩弁別 をおこなう際使用する日本色彩研究所製作の弁別検査器の

色票は、明度、彩度が一定であり、従って本調査 における色彩弁別検査 は色

相のみが関係する。

視力が正常である場合、色 を区別する能力をもつ錐状体細胞が正常である

ことになるので、視力が正常であるということは色神異常でない限 り、色相

を区別する能力を有する。また視力と照度との関係 をみると、IOLx以 上であ

れば視力は正常に働 く。本調査においては、10Lx以 下を必要としないので、

矯正視力1.0以 上の者 とした。

色彩弁別偏差点により弁別能力は優秀弁別、正常弁別、劣度弁別、および

色神異常に区分す ることができる。優秀弁別は色神異常 を除いた一般人の約

16%で 偏 差点が0～20点 の ものであり、誤 り数は0～5個 所のものである。

正常弁別は色神異常者を除いた一般人の約68%が この群 に入 る。偏差点は21
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～80点 で 、 誤 り数 は6～20個 所 の もの で あ る。 劣 度 弁 別 は 色 神 異 常 者 を除 い

た 約16%で 、 偏 差 点81点 以 上 を だ し、 誤 り数21個 所 以 上 の もの で あ る。 この

範 囲 の 人 は何 度 検 査 を繰 り返 して も同程 度 の誤 りを し、 しか も何 処 が 一 定 の

系 列 で誤 り をみ せ る と い うの で は な く、 バ ラバ ラ に誤 りが分 布 す る と い う も

の で あ る 。色 神異 常 と は誤 りの型 が2極 性 と な り、殆 ん ど対 応 す る位 置 の2

つの 部 分 に 最 大 の 誤 りが現 われ る もの で あ る。

本 調 査 に使 用 せ る被 験 者 は 、 優 秀弁 別 能 力 を有 し、 女 子(22才)で あ る。

(3)色 彩 弁 別 検 査 器 に お け る色 相 と色 駒 番 号 と の 関係

色 彩弁 別 検 査 器 の 色 駒 は記 号① よ り⑯ ま で の96色 で あ り、各 色 相 名 と の関

係 は、① は赤 、⑬ は橙 、⑳ は黄 、⑲ は緑 、⑮ は 青 、⑳ は 紫 で あ る。 ま た② ～

⑤ ま で を黄 味 赤 と し⑥ を赤 橙 、⑦ ～⑫ ま で を赤 昧 橙 とす る。 以 下 同 様 に して 、

⑭ ～⑳ 黄 味 橙 、⑳ 黄 橙 、⑳ ～⑳ 赤 味 黄 、⑳ ～⑱ 緑 味 黄 、⑳ 黄緑 、⑩ ～⑱ 黄味

緑 、③ ～⑯ 青 味 緑 、⑰ 青 緑 、⑱ ～⑭ 緑 味 青 、⑯ ～⑭ 紫 味 青 、⑮ 青 紫 、⑯ ～⑭

青味 紫 、⑳ ～⑳ 赤 味 紫 、⑪ 赤 紫 、⑫ ～⑯ 紫 味 赤 と色 票 の 範 囲 を定 め た 。 以 下

こ れ に も とづ き、 わ か りや す い た め この 色 相 名 を併 用 す る。

(4)照 度 変 化 に と もな う弁 別 能 力の 変 化

F董g.1～3に 示 した色 光 源 に よ る色 彩 弁 別時 の 照 度 は 、400～500Lxで あ

り、 この 間 で照 度 を 変化 させ て も、弁 別 そ の もの は変 化 しな い 。

人 間 の 眼 は照 度 が 低 下 す るこ と に よ り、視 力 は弱 ま る。 ま た 照度 変 化 に よ

る明 度 へ の 影 響 もみ の が せ な い 。 した が って色 彩 弁 別 にお け る照度 の 影 響 を

調 べ て み る と 、10Lx～3000Lxの 照 度 変 化 に よ る実 験 で は、100Lx以 下 に お

いて誤 りを生 ず る。 また 少 し高 い130Lxに な る と誤 りを生 じな い。 従 っ て 日

本 色 彩 研 究 所 の 色 彩 弁 別 検 査 器 に お け る色 彩弁 別 の実 用 限 界 は100Lx～130

Lx間 と考 え られ る。
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結 果 お よ び 考 察

各 店 舗 の 調 査 結 果 をFig.4～34に 示 す 。

各 図 の 放 射線 状 の位 置 が① ～ ⑳ ま で の各 色 相 を表 わ して お り、 中心 よ りへ

だ た る ほ ど偏 差 点 が 高 く、 弁 別 しに くい こ と に な る。

以下 各 店 舗 に つ い て 考察 す る と。

店 舗1一 高 島 屋 赤 、 黄味 赤 、 赤 味 橙 、 黄味 橙 、 赤 味 黄 、 黄 味 緑 、緑 が

それ ぞ れ偏 差 点1と 弁 別 を誤 り、総 偏 差 点 は20で あ る 。特 に 黄 味 橙
、 黄 味 緑

が 弁 別 しに く ・、 ま た橙 、L青味 紫 も弁 別 しに くい 照 明 状 態 に あ る
。

店舗2一 パ リヤ 各 色 駒 の 偏 差 点 は0、 っ ま り弁 別 を誤 らな か った
。 総

偏 差 点0、 演 色 は極 め て よ い。

店 舗3一 有 本 赤 橙 、 黄味 赤 、 黄 味橙 が弁 別 しに く い。 総 偏 差 点 は12、

演 色 性 は普 通 で あ る。

店舗4一 ベ ッチ ンヤ 黄 味 橙 、緑 昧 黄 、 青 味 紫 、 紫 、赤 味 紫 が 弁 別 し に

く ・、紫 は⑳ が偏 差 点2で あ る た め、 特 に弁 別 しに くい。 総 偏 差 点16で 、紫

系 、赤 系 が弁 別 し に く ・、緑 色 光 を含 ん だ照 明 で あ る。

店 舗5一 え り善 緑 味 黄 、 黄緑 、 黄 味 緑 、 青 、 紫 昧 青 、 青 味 紫 、紫 、 赤

味 紫 が弁 別 しに くい 。総 偏 差 点16と 演 色 状 態 は普 通 で あ る。 黄 味 緑 、赤 味 紫

の弁 別 状 態 よ りみ て 、緑 色 光 線 が強 い と考 え られ る。

店 舗m寺 内 赤 味 橙 、橙 、 黄 味 橙 、 緑 味 黄 、 黄緑 、 黄 味 緑 、 青緑 、緑

味 青 、青 味 紫 が弁 別 しに くい 。⑪ ・⑫ は偏 差 点2、 ⑭ は3 、⑮ は2、 ⑯ は3、

⑰ は2で あ る。 総 偏 差 点 は41と こ の 調査 中 最 高 点 を示 し、 非 常 に悪 い。 商 品

が貴 金 属 で あ るた め 、演 色 性 よ り商 品 効 果 を重 視 した 照 明 の結 果 で あ ろ う
。

店 舗7一 ミキ ヤ 赤 味 橙 、 橙 、 黄 味 橙 、 青緑 、 緑 味 青 、 青味 紫 、 紫 が弁

別 しに くい 。⑲ は偏 差 点2、 ⑳ は3で あ る た め特 に緑 味 青 は誤 り易 い
。 総 偏

差 点 は26で 演 色 性 は悪 い。 緑 色 光 、赤 色 光 が 多 い結 果 で あ る。
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店 舗8一 藤 井 大 丸 照 明状 態 は極 め て よ く、弁 別 結 果 は 良 好 で あ る。 総

偏 差 点 は0で 本 調 査 中 で は 店舗2と と も に数 少 な い例 で あ る。

店 舗9一 青 木 緑 昧 青 が弁 別 しに くい。 総 偏 差 点4で 演 色 性 は普 通 で あ .

る。 毛 糸 店 で あ る た め 、 特 に色 彩 には 考 慮 す る必 要 が あ ろ う。

店 舗io一 丸松 緑 味 黄 が弁 別 しに くい状 態 に あ る。 総 偏 差 点 は4で 演 色

と して は普 通 で あ る 。

店 舗11一 ミノ ヤ 青 緑 、緑 味 青 、青味 紫 が 弁 別 し に くい 。 総 偏 差 点8で 、

青 系 、 紫 系 が弁 別 しに くい状 態 で あ る。

店舗12一 オ ク ム ラ 青 味 紫 が弁 別 しに く く総 偏 差 点4、 照 明 状 態 は 普 通

と い え る。

店舗13一 三 崎 清 々堂 黄 味 赤 、赤 橙 、赤 味橙 が弁 別 しに くい。 総 偏 差 点

4で 演 色 は 良 い方 で あ る。

店舗14一 ヤ ス ダ 黄味 橙 、 黄橙 、 黄昧 緑 、 青 味 紫 が 弁 別 しに くい個 所 で

あ る。特 に⑱ ・⑲ は 偏 差 点2で あ る。⑱ ～⑳ を誤 っ て い るこ と か ら、緑 色 光

が加 光 して い る と 考 え られ る。 総 偏 差 点16と 高 く、 演 色 は良 い方 で は な い 。

同店 は婦 人服 地 店 で あ る と こ ろ よ り、照 明 に は一 考 を要 す る と考 え られ る。

店 舗15一 ミ ドリヤ 黄 味赤 、赤 橙 、赤 味 橙 が弁 別 し に くい 。総 偏 差 点4、

演 色 性 は良 好 と い え る。

店 舗16一 ロ ン シ ャ ン 赤 、 黄 味 赤 、 青味 紫 が 弁 別 しに くい 。 総偏 差 点8

と照 明 バ ラ ンス の 状 態 は 良 い方 で は な い 。

店 舗17一 林 黄 味 赤 、 赤橙 、 赤 味 橙 、橙 、 黄 味 橙 、 黄橙 が弁 別 しに くい

状 態 に あ る。総 偏 差 点 は12と 高 く、 緑 色 光 の 加 味 され た 照 明 で あ る。

店 舗18一 ニ ュー ・フ ァ ッシ ョン 黄 味 橙 が弁 別 しに く い。 総 偏 差 点4で 演

色 は普 通 で あ る。 しか し黄 味 橙 の弁 別 よ りみ て 、緑 色 光 が 多 少 強 い 。

店舗19一 喜 多 山 赤 味 黄 、緑 味 黄 、 黄緑 、黄 味緑 、 青味 緑 、紫 味 青 、 青

味 紫 、 紫 、 赤 味 紫 が 弁 別 しに く い。 総偏 差 点24と 悪 く、 これ は店 舗6と 同 じ
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く貴 金 属 を扱 う関 係 上 、 ア クセ ン トラ イ トに よ る影 響 と考 え られ る。

店 舗20一 ニ ュー ・ローヤ ル 緑 昧 黄 、黄 緑 、 黄 味 緑 が弁 別 しに く ・、総 偏

差 点8と 普 通 で あ る が 、緑 色 光 が 多 少 強 い と考 え られ る。

店 舗21一 モ ン 黄 味 緑 が弁 別 しに くい 。 総 偏 差 点4、 演 色 性 は 良 く服 地

店 と して は適 して い る。,

店 舗22一 イ チ ワ 赤 味橙 、橙 、 黄 味 橙 、 黄 、緑 味 黄 、 黄 緑 、 黄 味 緑 、 青

味 紫 が弁 別 しに くい 。総 偏 差 点16、 服 地 店 と して は一 考 を要 す る照 明 で あ る。

店 舗23一 イ シ ズ ミ 黄昧 橙 、 黄 橙 、緑 味 黄 、 青味 紫 が 弁 別 しに くい 。 総

偏 差 点18と 悪 く改 良 を要 し、緑 色 光 を押 え る必 要 が あ る。

店 舗24一 イ ノハ ナ 黄味 橙 、 黄 、緑 味 黄 が弁 別 しに くい 。総 偏 差 点8で

演 色 は普 通 で あ る。 上 記個 所 よ り青色 光 が 加 光 して い る と 考 え られ る。

店 舗25一 カ ネ ボ ウ 赤 味 橙 、 黄 、緑 味 黄 が弁 別 しに くい 。 総 偏 差 点8で

演 色 性 は 普 通 で あ る。 ・

店 舗26一 キ リハ タ 黄 味 橙 が弁 別 しに く く、 総 偏 差 点 は4、 照 明状 態 良

好 と い え る 。

店舗27一 ノ ム ラ 赤 味 橙 、橙 、 黄 味 橙 、赤 味紫 、 赤 紫 、紫 味 赤 と弁 別 し

に くい。 総 偏 差 点8、 照 明 は普 通 で あ る。

店 舗28一 チ ヅ ル 黄 味 赤 、赤 橙 、 赤 味 橙 、 赤 味 紫 、赤 紫 、 紫 味 赤 、 緑 味

黄 、 黄 緑 、 黄 味 緑 、 青 味 紫 と広 範 囲 に弁 別 を誤 って い る。 黄 緑 、 青味 紫 、赤

昧 紫 は偏 差 点2で 他 よ り高 く、特 に弁 別 しに くい個 所 で あ る。 総 偏 差 点32と

本 調 査 中 で2番 目 に悪 く、演 色 性 極 め て悪 い状 態 に あ る。 商 品 が紳 士 既 製服

を主 体 に して い る以 上 、 照 明 に改 良 の 必 要 が あ る。

店 舗29一 ヤ ギ 黄 味 赤 、赤 橙 、 赤 昧 橙 、 青 味 紫 が弁 別 しに くい。 総 偏 差

点8、 照 明状 態 は普 通 で あ る。

店 舗30一 大 丸 赤 味 橙 、橙 、 黄 味 橙 、 緑 味 黄 、緑 味 青 、 青 味 紫 、赤 味 紫

が弁 別 しに く く、⑳ ・⑯ は偏 差 点2で あ るた め 、特 に誤 りや す い個 所 で あ る。
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総 偏 差 点28と 極 め て 高 く、 青味 が か っ た照 明 で あ る。婦 人既 製 服 売 場 と して

は不 適 当 と考 え る。

以 上 実 験 調 査 した各 店 舗 照 明 は第1表 に示 した とお り、130Lx.一 一700Lx.

の 範 囲 に あ り、 照 度 変 化 に よ る弁 別 能 力 の項 で述 べ た 如 く、 色 彩 弁 別 の た あ

の 必 要 な照度 を満 た して い る。 その 照 度 が必 要 照度 以 上 で あ れ ば 、 色 彩 弁 別

に お よ ぼ す 影 響 は ほ と ん ど見 られ な い と考 え る。 本 実 験 にお い て は 照 度 と色

彩 弁 別 能 力 の 関 連 性 は 従 って 除 外 して い る。

本 実 験 に使 用 した弁 別 検 査 器 は 、色 相 順 を判 断 す る もの で あ り、 分 光 エ ネ

ル ギ ー分 布 が 一 様 で あ る光 源 にお いて は 、偏 差 点 は0と な る よ う製 作 され て

い る。従 って 弁 別 を誤 っ た個 所 に お い て は 、 光源 の 分 光 エ ネ ル ギ ー 分 布 に お

い て 、何 らかの 歪 が 生 じて い る た め と 考 え られ る。 分 光 エ ネ ル ギ ー 分 布 の歪

に っ い て は 、 単 色 光源 に よ る弁 別 を測 定 し、各 単色 光 源 に よ る弁 別 特 性 との

比 較 に よ り判 定 し よ うと試 み て お り、 考察 に お け る、 緑 、 青 、赤 各 色 光 の加

光 判 断 は これ に も とつ い た もの で あ る。 しか しこれ は極 め て大 ざ っ ぱ な もの

で あ り、各 色 光 加 光 の 判 定 は 今 後 の 研 究 に よ らね ば な ら な い 。

Fig.1～3は 、こ の 判 定 の 資 料 と した単 色 蛍 光 灯 下 の 色 彩 弁 別 の 結 果 で あ る。

Fig.1が 緑 、Fig.2が 青 、Fig.3が 赤 色 の偏 差 点 を示 して い るb赤 色 判簿 で

は演 色 に よ る試 料 の 明 る さの 変 化 が 、顕 著 で あ り、 明 度 弁 別 の 影 響 が特 に 出

て い る と考 え られ る。

各 店 舗 の 総 偏 差 点 の 比 較 を第34図 に 示 す 。

総 偏 差 点0が2店 で 、 調 査 全 体 の6.6%。 以 下4点 が8店 で26.6%、8点

が7店 で23.3%、12点 が2店 で6.6%、16点 以 上20点 ま での 店 が6店 で20.0

%、21点 以 上 は5店 で16.6%と な って い る。

総 偏 差 点 で 演 色 性 の 優 劣 を分 け る と、 全 店舗 の う ち、 総 偏 差 点5点 ま で ・"

あ れ ば優 れ て い る と考 え られ る。 ま た6～10点 はや ・優 れ て い る。11～15点
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まで は普 通 、16～20点 ま で は や ・劣 る。21点 以 上 は 劣 る と い った 割 ふ りに な

る。 調 査 全 店 舗 と比 較 したの が 第35図 で あ る。

調 査 全 店 舗 の う ち、 優 れ て い る もの は10店 、 や ・優 れ て い る もの は7店 、

普 通 の もの2店 、 や ・劣 る もの6店 、 劣 る もの5店 が 今 回 の 調 査 の 内 訳 で あ

る。

結 論

日本色 彩 研 究 所 製 作 の 色 彩弁 別 検 査 器 を用 い て昼 光源 、 単 色 光 源 に お け る

色 彩 弁 別 検 査 をお こ な い 、 京 都 市 内 の 店 舗30を 選 び 、店 舗 照 明 に お け る色 彩

弁 別 調 査 を お こ な っ た結 果 、 次 の よ うな結 論 を得 た 。

(1)照 度 変 化 に よ る弁 別 能 力 は 、 その 照 明 に お け る照度 が130Lx～3000Lx

問 で あれ ば弁 別 能 力 に 影響 しな い。

(2)単 色 光 源 に お け る色 彩 弁 別 につ い て は 、緑 色 光 に お い て 橙 系 に色 が誤 り

や す く、 青 色 光 に お いて は黄 系 、橙 系 が誤 りや す い 。

赤 色 光 に お い て は顕 著 な結 果 が 出 な か った の は 、被 験 者 の赤 色 光 に お け

る視 感 反 射 率 に差 が あ り、 光 源 を一 定 に して も、個 人 に よ って あ る程 度

の 弁 別 しに くい色 相 範 囲 が の こ る。

(3)店 舗 照 明 に お け る弁 別 に よ って 、 一 般 に誤 りや す い 色 相 は 、 黄 味 橙 、赤

味 橙 、 黄 味 緑 、 青 昧 紫 、橙 、 赤 橙 、黄 味 赤 、 赤 味 橙 、 緑 味 青 、紫 味 青 、

黄 橙 、 黄 、緑 味 黄 の順 で あ る。.一

以 上 各 店 舗 の 照 明 に お け る色 彩弁 別 調 査 をお こ な った が 、 本 調 査 は色 彩弁

別 に堪 能 な被 験 者 数 人 で も って 調 査 を お こ な っ た。 しか し、 本編 で は紙 数 の

関 係 で個 々の 被 験 者 に よ る考察 は割 愛 させ て 頂 い た 。

色 彩 弁 別 に堪 能 で な い一 般 人 の 場 合 、総 偏 差 点 は よ り大 き く な る と 考 え ら

れ る 。従 ら て各 商 店 と も、 照 明状 態 に は よ り一 層 の 努 力 が必 要 で は な か ろ う

か 。
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おわ りに本調査 にご協力下 さいま した各商店の皆 さまに深 く感謝申 し上げ

ます。

第1表 各店舗における照度と弁別総偏差点

記号 店 名 種 類
照度

(Lx)
総偏差点 記号 店 名 種 類

照 度

(Lx)
総偏差克

1 高 島 屋 百 貨 店
婦 人 服 地

430 20

1

16 ロ ン シ ャ ン 婦 人 服 地 370 8

2 パ リ ヤ 婦 人 服 地 360 0

1

17 林 紳士既製服 300 12

3 有 本 婦 人 服 地 190 iz 18
1

ニ ューファッシ ョン 婦 人 服 地 goo 4

4 ベ ッチ ン ヤ 婦 人 服 地 180 is is 喜 多 山 貴 金 属 280 24

5 え り 善 和 服 580 16

1

20
1

ニ ュー ロ ー ヤル 婦 人 服 地 800 8

6 寺 内 貴 金 属 360 41 21 モ ン 婦 人 服 地 430 4

7 ミ キ ヤ 婦 人 服 地 210 26

1

22 イ チ ワ 婦 人 服地 460 is

8 藤 井 大 丸
百 貨 店
婦 人 服 地

550 0

1

23 イ シ ズ ミ 婦人既製服 520 is

9 青 木 毛 糸 190 4

1

24 イ ノ ハ ナ 紳士既製服 540 8

io 丸 松 紳士既製服 310 4.一 25 ガ ネ ボ ウ 婦 人 服地 190 8

ii ミ ノ ヤ 和 服 320 8 26 キ リ ハ タ
装 飾 品
婦 人 服 地 510 4

iz オ ク ム ラ 婦 人 服 地 270 4

1

27 ノ ム ラ 婦 人 服地 300 8

13 三 崎 清 々堂 装 飾 品. zoo 4

1

28 チ ズ ル 紳士既製服 130 32

14 ヤ ス ダ 婦 人 服 地 140 is 29 ヤ ギ 婦人既製服 300 8

15 ミ ド リ ヤ 婦人既製服 210 4 30 大 丸 百 貨 店
婦 人既製服 550

L

28

暫 「
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Fig.1

緑色蛍光灯における色彩弁別

Fig,3

赤色蛍光灯における色彩弁別

Figo2

青色蛍光灯における色彩弁別
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各店舗における色彩弁別

Fig,4

高島屋百貨店婦人服地売場 Fig.5パ リ ヤ

Fig.6有 本 Fig.7ベ ッ チ ン ヤ

Fig.8え り 善
一47一

Fig.9寺 内



Fig.10ミ キ ヤ
Fig.11

藤 井大丸 百 貨店 婦 人服 地 売場

Fig.i2青 木 Fig.13丸
. .松

Fig.14ミ ノ ヤ Fig.15オ ク 厶 ラ
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Fig.16三 崎 清 々 堂 Fig.17ヤ ス ダ

Fig.18ミ ド リ ヤ Fig.19ロ ン シ ャ ン

Fig.20林
Fig.21

ニ ュ ー ・ フ ァ ッ シ ョ ン
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Fig.22喜 多 山 Fig.23ニ ユ0・ ロ ー ヤ ル

Fig .24モ ン Fig.25イ チ ワ

Fig.26イ シ ズ ミ Fig.27イ ノ ハ ナ
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Fig.28カ ネ ボ ウ
Fig.29キ リ ハ タ

Fig。30ノ ム ラ Fig.31チ ズ ル

Fig.32ヤ ギ
Fig.33

大丸百貨店婦人既製服売場
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蟹

第34図 各店舗における総偏差点および照度

第35図 演色性優劣の割合
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